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◆お問い合せ先◆　天塩町立国民健康保険病院　☎（２）１０５８
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病棟業務の一日　＜早朝編＞
病院だより
No.82

　

早
朝
５
時
、
そ
の
日
一
日
の
ス
タ
ー
ト

と
し
て
入
院
患
者
さ
ん
の
オ
ム
ツ
交
換
と

体
位
交
換
か
ら
病
棟
の
業
務
は
始
ま
り
ま

す
。
そ
の
後
、
看
護
師
と
看
護
補
助
は
そ

れ
ぞ
れ
の
業
務
へ
と
分
か
れ
て
動
き
ま

す
。
看
護
補
助
業
務
は
洗
面
や
ト
イ
レ
介

助
、
ベ
ッ
ド
か
ら
の
車
い
す
へ
の
移
乗
介

助
、
朝
食
提
供
と
介
助
、
再
び
オ
ム
ツ
交

換
と
清
拭
へ
と
流
れ
て
い
き
ま
す
。
看

護
師
は
患
者
さ
ん
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
を

チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
全
身
状
態
を
観
察

し
、
採
血
・
採
尿
、
排
泄
状
況
を
確
認
し

て
い
き
ま
す
。
一
通
り
の
動
き
が
終
わ
る

と
記
録
を
し
て
決
め
ら
れ
た
時
間
に
施
行

す
る
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
な
ど
を
行
い
ま

す
。
８
時
の
朝
食
配
膳
は
あ
っ
と
い
う
間

に
や
っ
て
き
て
服
薬
を
確
認
し
朝
食
介
助

を
行
い
ま
す
。
平
日
で
あ
れ
ば
医
師
の
回

診
も
朝
の
う
ち
に
行
わ
れ
、
私
た
ち
看
護

師
は
患
者
さ
ん
の
夜
間
の
状
態
を
医
師
に

報
告
し
そ
れ
ぞ
れ
の
指
示
を
も
ら
っ
て
日

中
の
医
療
や
看
護
を
提
供
し
て
い
く
流
れ

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
申
し
送
り
で
日
勤

の
ス
タ
ッ
フ
へ
つ
な
ぎ
夜
間
業
務
は
終
了

し
ま
す
。

　

日
が
暮
れ
る
夕
方
に
始
ま
る
業
務
は
長

い
も
の
の
、
時
は
流
れ
世
間
一
般
が
動
き

出
す
頃
に
帰
宅
す
る
安
堵
の
思
い
は
た
く

さ
ん
の
方
々
の
命
を
預
か
る
看
護
業
務
な

ら
で
は
の
こ
と
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
文
責　

看
護
師
長　

田
口
美
紀
子
）

　暴風雪に伴う災害には、暴風による歩行困難、視界
不良（ホワイトアウト）による方向感覚の喪失、体温
が奪われる事による低体温症等の人的被害や、ふぶき
や吹きだまりによる交通障害、着雪害による停電や家
屋の損壊、倒木等があり、北海道では毎年のように発
生しています。
　特に平成 25 年 3 月には、道東地方を中心として発
生した暴風雪により９名の方が亡くなり、500 台以
上の車が立ち往生するなど大きな災害となりました。
気象台では暴風雪により広範囲に災害が予想されると
きには「数年に一度の猛ふぶき、外出を控えて下さい。」
のキーワードを用いた気象情報を発表して、暴風雪に
対する厳重な警戒を呼びかけます。
　暴風雪災害は、晴天から荒れた天気へ急変したとき
に特に多く発生していますので、暴風雪警報が発表さ
れたときは、今の天気が良くても油断することなく、
最新の気象情報や道路情報などを事前に確認しましょ
う。また、暴風雪になっても安全に過ごすため、日頃
から家では停電に備える、車で外出するときは車が立

ち往生することに備えるなど、予め必要な物を考えて
準備しておきましょう。

※暴風雪の豆知識
　天気図で北海道にかかっている等圧線の数で、暴風
雪の危険度がわかります。

《気象庁ホームページ「暴風雪への備え」》
https://www.jma-net.go.jp/sapporo/bosai/
publication/boufusetsu/boufusetsu.html

◆お問い合わせ先◆
旭川地方気象台
☎０１６６（３２）７１０２
https://www.data.jma.go.jp/
asahikawa/index.html

できていますか、暴風雪への備え

《出典》気象庁「日々の天気図」
https://www.data.jma.go.jp/
yoho/hibiten/index.html

令和3年2月16日9時 令和2年2月23日9時 令和4年12月24日9時

7 本は危険 5 本は警戒 3 本は注意

七五三で覚えてね



◆お問い合せ先◆　福祉課ふれあい係　☎（２）１７２８
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冬にかかりやすい感染症

　冬は低温 ・ 低湿度を好むウイルスが生存しやすい環境です。
空気か乾燥しているとウイルスは表面の水分を失い空中に浮遊
しやすくなります。 また咳やくしゃみの飛沫が小さくなり、 一度の
咳でも感染範囲が拡大しやすくなります。 寒くなり体温が下がる
とウイルスへの免疫力が低下し、 体内の水分量が減ると鼻やの
どの粘膜が乾燥しウイルスに感染しやすい状態となります。 これ
らの要因から冬は感染症が流行しやすいといわれています。

《こどもがかかりやすい感染症》

ノロウイルス

ロタウイルス

ＲＳウイルス

インフルエンザウイルス

※予防接種は重症化予防に効果的ですが、 感染を阻止
するものではありません。 予防接種を受けていてもインフル
エンザにかかる可能性はあるため、 予防対策はしっかり行い
ましょう。
※インフルエンザ発症前日から発症後 3～ 7日間は鼻や
喉からウイルスは排出するといわれています。 咳やくしゃみの
症状がつづいている場合には周りにうつさない配慮が必要
です。 学校保健安全法では 「発症した後 5日を経過し、
かつ解熱した後 2日を経過するまで」 インフルエンザによる
出席停止期間としています。

　RS ウイルス感染症は、 RS ウイルスの感染による呼吸器の感染
症で、2歳までに 1度は RS ウイルスに感染するといわれています。
症状は、 発熱、 鼻水等の軽い症状から呼吸困難、 重い肺炎ま
で様々です。 多くの場合は軽症ですが、 初回感染時は重症化し
やすく、 生後 6 ヶ月未満の乳児では細気管支炎や肺炎をおこす
可能性があり注意が必要です。 RS ウイルスは抗ウイルス薬がない
ため対症療法が基本です。 家で安静に過し必要に応じて医師に
処方された薬を服用しましょう。

　ロタウイルス感染症は、 急性の胃腸炎で乳幼児期（0～ 6歳
ころ）にかかりやすいとされています。 5 歳までにほぼすべての子ど
もがロタウイルスに感染するといわれています。 大人はロタウイルスの
感染を何度も経験しているため、ほとんどの場合は症状がでません。
乳幼児は、 水のような下痢、 吐き気、 嘔吐、 発熱、 腹痛等の
症状がでます。 重い脱水症状が数日つづくことがあり、 入院が必
要になる場合があります。 速やかに医療機関を受診しましょう。

　季節性インフルエンザは、 いったん流行がはじまると短期間に
多くの人へ感染が広がります。 例年 12 月～ 3月が流行シー
ズンですが、 令和 5年は例年より早く本格的な流行が生じる
可能性があります。
■主な症状
　38℃以上の発熱、 頭痛、 関節痛、 全身倦怠感等の症状
が比較的急速にあらわれるのが特徴です。 あわせて普通の風邪
と同じように、 のどの痛み、 咳、 鼻水等の症状もみられます。
■予防方法
・飛沫感染、 接触感染を防ぎましょう：こまめな手洗いは予
防の基本です。 咳やくしゃみが出るときはマスクを着用し、 感染
拡大を防ぎましょう。
・換気、 湿度管理をしましょう：室内に病原体を停滞させない
よう、 冬でも窓を開けて換気を行うようにしましょう。 湿度は 40
～ 60％に保つのが理想です。 加湿器や洗濯物を干したりして
快適な湿度を保ちましょう。
・免疫力を高めましょう：規則正しい生活、 十分な睡眠やバ
ランスの取れた食事、 適度な運動などで日頃から感染症への抵
抗力をつけておきましょう。

　感染性胃腸炎や食中毒の原因となるウイルスで、 一年を通して
発生していますが、 特に 11 月から 2 月に流行がみられます。 感
染力が非常に強く、 集団感染が起きやすいことが特徴です。 ノロ
ウイルスは手指や食品などを介して経口で感染し、 腸管で増殖し
ます。 患者の便や吐物からの感染、 汚染された貝類を十分に加
熱調理しないで食べたことによる感染等が代表的な感染源です。
■主な症状
　体内にウイルスが入ってから 1～ 2日後に嘔吐、吐き気、下痢、
腹痛などの症状がでます。 通常はこれらの症状が 1～ 2日続い
た後、 自然に回復しますが、 場合によっては嘔吐や下痢をくりかえ
し脱水症状を引き起こすことがあります。 水分摂取が難しく脱水が
疑われるようであれば、 病院を受診しましょう。
■予防方法
　食事前、 トイレ後、 調理前などは必ず手洗いをしましょう。 嘔
吐や下痢症状のある方は、 食品を直接取り扱う作業をしないよう
にしてください。 ノロウイルスにアルコール消毒は効果が期待できま
せん。 次亜塩素酸ナトリウム（市販の家庭用塩素系漂白剤等を
希釈）で消毒します。 汚染された衣類は破棄することが望ましい
ですが、 洗う場合は次亜塩素酸ナトリウムを含む漂白剤で消毒し
てから通常の洗濯をします。
　ノロウイルスは非常に感染力が強いため、 胃腸炎の症状が出た
ら、 無理に登園 ・登校 ・出勤することは控えましょう。

妊娠中～子育てに役立つ
内容や町からのお知らせ
を配信していますので、
ぜひご登録ください !
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日 月 火 水 木 金 土

休み 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等
衣類等

生ごみ
ペットのふん 農村地区 休み

11月 26 27 28 29 3012月 1 2
●移動献血 ●移動献血

+小児科外来
○乳児健診

12 時 50 分
～ 13 時 20 分

●運転免許更新時講習
［豊富町定住支援セン
ターふらっときた］
・ 優良　13 時
・ 一般　14 時
・ 違反　15 時 30 分

3 4 5 6 7 8 9
●第15回天塩町地
域福祉大会

［ 社 会 福 祉 会 館 ］
9 時 30 分～ 12 時

☆はつらつクラブ
［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

●運転免許更新時講習
［社会福祉会館］
・ 優良　13 時

●運転免許更新時講習
［遠別町生涯学習セ
ンターマナピィ 21］
・ 優良　13 時

10 11 12 《町内回覧日》 13 14 15 16
○雄信内保育所開放 ○こども園開放 +眼科外来

☆いきいきサロン
［ 雄 信 内 支 所 ］

10 時～ 12 時

○託児の日

17 18 19 20 21 22 23
+眼科外来
☆はつらつクラブ
［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

☆いきいきサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 12 時

+産婦人科外来 +小児科外来
○乳児健診

12 時 50 分
～ 13 時 20 分

●小中高冬休み

24 25 26《町内回覧日》 27 28 29 30
●役場仕事納め ●役場年末年始閉庁

（～1月 8日）

《大晦日》 311月 1 2 3 4 5 6
※ごみ収集お休み ※ごみ収集お休み ※ごみ収集お休み ●役場臨時開庁日

8 時 30 分
～ 17 時 15 分

●町立病院臨時診療日
8 時 30 分～ 16 時

令和 5 年令和 5 年  　  　月月1212令和 5 年令和 5 年  　  　月月
・日程は変更となる場合があります。
・ごみは当日の朝８時までに出してください。
・12 月の回覧日は 13 日と 27 日です。
・あいあいクラブ ･･･ こども園▶火～木、雄信内▶月
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北
留
萌
消
防
組
合

天
塩
支
署

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

　

家
畜
診
療
所

Ｄ
Ｃ
Ｍ

　
　

ニ
コ
ッ
ト

天
塩
郵
便
局

　10 月 19 日～ 20 日の 2
日間にわたり、天塩中学
校（2 年生）生徒 18 名が
町内の９つの事業所でイン
ターンシップ（職場体験）
を行いました。役場・企画
商工課で職業体験をした竹
之内墾

ひらく
さん、光野洋

ひ ろ と
音さん

は広報紙の取材業務として
写真撮影・インタビュー取
材を体験し、本記事の原稿
を作成しました。

Ｑ．なぜその職場を選びましたか？
Ａ．献身的なところにやりがいを感
じたから。
Ｑ．職場体験をして知ったことは？
Ａ．機械の種類や同じものでも違う
用途があったこと。

Ｑ．なぜその職場を選びましたか？

Ａ．郵便局は、手紙のイメージしか

ないから、ほかに何があるか知りた

かったから。

Ｑ．職場体験をして知ったことは？

Ａ．場面に応じた言葉遣いを知った。

Ｑ．なぜその職場を選びましたか？Ａ．貴重な機会だから。
Ｑ．職場体験をして知ったことは？Ａ．牛の糞や血液を採ったこと。

Ｑ．なぜこの職場を選びましたか？

Ａ．早く物事をこなす力を磨きたい

から。
Ｑ．職場体験をして知ったことは？

Ａ．商品に付いている番号を探すの

が大変！
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て
し
お
温
泉

　
　
　

夕
映

く
さ
か
り

と
ら
や
菓
子
司認

定
こ
ど
も
園

お
ひ
さ
ま

役
場
企
画
商
工
課

（
広
報
情
報
係
）

Ｑ．なぜその職場を選びましたか？

Ａ．将来、人とかかわる仕事をした

いから。
Ｑ．職場体験をして大変だったことは？

Ａ．ベッドメイキングなどの客室清

掃が大変だった。

Ｑ．なぜその職場を選びましたか？

Ａ．子供が好きだから。

Ｑ．職場体験をして大変だったことは？

Ａ．園児たちが元気だから一緒に遊

ぶのが大変。

Ｑ :なぜその職場を選びましたか？

Ａ : たくさん買いに来るから、お

菓子の作り方が気になった。

Ｑ : 職場体験をして知ったことは？

Ａ : お菓子作りはものによって工

程が違う。

Ｑ．なぜその職場を選びましたか？

Ａ．パソコンの仕事が多いイメージ

だったが、実態を確認したかった。

Ｑ．職場体験をして知ったことは？

Ａ．パソコンの仕事以外に外での仕

事も多いことが分かった。

Ｑ．なぜその職場を選びましたか？
Ａ．文房具や制服を買ったから、恩
返しをしたかったから。
Ｑ．職場体験をして大変だったことは？
Ａ．品分けや本の期限の確認、伝票
の打ち込みが大変だった。
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建
設
課
下
水
道
係

☎
０
１
６
３
２
（
９
）
７
７
３
０

技
術
者
資
格
登
録
更
新
に
つ
い
て

総
務
課

☎
０
１
６
３
２
（
２
）
１
０
０
１

年
始
の
臨
時
開
庁
に
つ
い
て

天
塩
町
賀
詞
交
換
会
事
務
局（
総
務
課
内
）

☎
０
１
６
３
２
（
２
）
１
０
０
１

賀
詞
交
換
会
に
つ
い
て

　

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
の

有
効
期
間
は
５
年
間
で
あ
り
、
資
格
登

録
者
は
５
年
ご
と
に
資
格
登
録
更
新
の

手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

更
新
対
象
者
に
は
、
資
格
登
録
更
新

実
施
案
内
及
び
申
込
書
等
を
後
日
郵
送

し
ま
す
の
で
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
所
等
が
変
更
に
な
っ
て
い

る
対
象
者
の
方
は
、
更
新
案
内
が
届
か

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か

に
変
更
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

《
更
新
対
象
者
》
平
成
30
年
度
に
北
海

道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
に

合
格
し
た
方
ま
た
は
資
格
登
録
更
新
手

続
き
を
行
っ
た
方
で
、
資
格
登
録
期
間

が
令
和
６
年
３
月
31
日
で
満
了
す
る
資

格
登
録
者

《
受
付
期
間
》令
和
６
年
１
月
９
日（
火
）

～
15
日
（
月
）
８
時
30
分
～
17
時
15
分 

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

《
更
新
方
法
》
手
続
き
終
了
後
、
更
新

用
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
ま
す
。

《
手
数
料
》
７
，
０
０
０
円
（
更
新
手

数
料
（
テ
キ
ス
ト
代
込
）
及
び
資
格
認

定
証
交
付
等
手
数
料
と
し
て
）

　

天
塩
町
役
場
・
町
立
病
院
の
年
末
年

始
に
つ
き
ま
し
て
は
、12
月
30
日
（
土
）

か
ら
１
月
８
日
（
月
・
祝
）
ま
で
休
み

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
休
み
が
長
い
こ
と
か
ら
、

１
月
５
日
（
金
）
に
臨
時
開
庁
し
、
一

部
の
役
場
窓
口
業
務
と
病
院
外
来
診
療

の
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
天
塩
町
役
場
庁
舎 
※
雄
信
内
支
所

は
開
庁
い
た
し
ま
せ
ん

《
開
庁
日
》
令
和
６
年
１
月
５
日
（
金
）

《
開
庁
時
間
》
８
時
30
分
～
17
時
15
分

《
対
応
す
る
業
務
》
福
祉
課
（
保
険
）、

住
民
課
（
戸
籍
・
税
務
）、
建
設
課
（
公

営
住
宅
・
上
下
水
道
）
な
ど
の
届
出
や

申
請
、
証
明
書
の
交
付
等

■
天
塩
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院

《
診
療
日
》
令
和
６
年
１
月
５
日
（
金
）

《
受
付
時
間
》
８
時
30
分
～
16
時 

※
午

前
中
の
診
療
受
付
は
11
時
ま
で
で
す

《
対
応
す
る
業
務
》
外
来
診
療
（
薬
）
等

※
一
部
の
職
員
で
の
対
応
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

町
内
個
人
の
方
や
団
体
の
方
を
対
象

と
し
た
「
天
塩
町
賀
詞
交
換
会
」
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

《
日
時
》
令
和
６
年
１
月
９
日
（
火
）

17
時
15
分
よ
り
受
付
、
17
時
30
分
開
始

《
場
所
》
社
会
福
祉
会
館 

大
ホ
ー
ル

《
そ
の
他
》
会
場
で
の
飲
食
に
つ
い
て

は
ご
用
意
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
事
業

所
宛
て
に
送
付
す
る
ご
案
内
や
町
内
回

覧
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆お問い合わせ・申し込み◆
ファミリースポーツセンター☎ 01632-2-1873
もしくは運動教室 LINE（右の QR コード）

《主催》福祉課ふれあい係　《運営》（一社）天塩スポーツ健康づくりラボ
運動教室 LINE

　バランスボールの楽しさを是非皆さま
にお届けしたいと思っています。講師は、
2016 年に天塩町でバランスボールの楽し
さを伝えていただいた、愛知県在住の藤原
ゆみこ先生。いつも参加していただいてい
る皆さまはもちろん、初めての方でも、是
非この機会に体験していただきたいと思っ
ています。少しでも体を動かす楽しさを感
じてくれたら嬉しいです。運動が苦手な方や、初めての方でも気軽に楽しく出来るのがバランスボールの魅力
となっていますので、是非お気軽にご参加ください。当日は、バランスボールでのエクササイズとバランスボー
ルを使ったヨガを予定しています。

《講師》バランスボール：藤原ゆみこ氏　ボールヨガ：中島まなみ氏
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司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

1 月号へ掲載を

希望する方は、

12 月 13 日 （水）

までにお知らせください。

企画商工課広報情報係

掲載を希望される方へ

　

自
衛
官
候
補
生
制
度
と
は
、
自
衛
官

と
な
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
教
育
訓

練
に
専
念
す
る
採
用
制
度
で
す
。
自
衛

官
候
補
生
と
し
て
所
要
の
教
育
を
経
て

３
か
月
後
に
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
任

自
衛
官
候
補
生
募
集

期
制
自
衛
官
）
に
任
官
し
ま
す
。

　

任
期
制
自
衛
官
と
は
、
陸
上
自
衛
官

は
１
年
９
か
月
（
一
部
技
術
系
は
２
年

９
か
月
）、
海
上
・
航
空
自
衛
官
は
２

年
９
か
月
を
１
任
期
（
２
任
期
目
以
降

は
各
２
年
）
と
し
て
勤
務
す
る
隊
員
の

こ
と
で
す
。
教
育
訓
練
を
受
け
た
後
に

各
部
隊
・
基
地
等
に
配
属
さ
れ
ま
す
。

約
９
か
月
後
、
１
等
陸
・
海
・
空
士
に

昇
任
し
、
さ
ら
に
１
年
後
、
陸
・
海
・

空
士
長
に
昇
任
し
ま
す
。

《
応
募
資
格
》
18
歳
以
上
33
歳
未
満

《
受
付
期
間
》
令
和
６
年
１
月
16
日
ま
で

《
試
験
科
目
》
筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、

適
性
検
査
及
び
身
体
検
査

《
試
験
日
程
》
令
和
６
年
１
月
21
日
、

22
日
（
試
験
会
場
：
旭
川
）

《
合
格
発
表
》
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

《
入
隊
時
期
》
採
用
予
定
通
知
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
稚
内
地
域

事
務
所

☎
０
１
６
２
（
３
３
）
１
２
２
７

春
休
み
海
外
研
修

交
流
事
業
参
加
者
募
集

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協

会
で
は
、
春
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
海
外

生
活
を
通
し
て
交
流
を
体
験
し
、
国
際

感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま

す
。
初
め
て
海
外
へ
行
か
れ
る
方
も
安

心
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
に
事
前
説
明

会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
・
対
面
式
）
や
事
前

研
修
会
も
実
施
し
、
準
備
か
ら
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

《
研
修
国
》
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン
・
ハ
ワ
イ
・

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ネ
パ
ー
ル

《
内
容
》
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
英
語
研
修
・

学
校
訪
問
・
文
化
交
流
・
地
域
見
学
・

野
外
活
動
等

《
日
程
》
令
和
６
年
３
月
24
日
（
日
）

～
４
月
５
日
（
金
）
の
内
８
～
13
日
間

《
説
明
会
》
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
。
実
施

日
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
益
財
団
法
人

国
際
青
少
年
研
修
協
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
対
象
》
小
３
～
高
３

《
定
員
》
各
10
名

《
参
加
費
》
31
万
５
千
円
～
75
万
８
千
円

《
締
切
》
令
和
６
年
１
月
30
日
（
火
）

◆
資
料
請
求
・
お
申
し
込
み
・
お
問
い

合
わ
せ
先
◆

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

〒
１
７
０
‐０
０
１
３　

東
京
都
豊
島

区
東
池
袋
２
‐２
３
‐２　

Ｕ
Ｂ
Ｇ
東

池
袋
６
階

☎
０
３
（
６
８
２
５
）
３
１
３
０

FAX
０
３
（
３
９
８
１
）
２
７
１
２

　

放
送
大
学
で
は
、
次
の
日
程
で

２
０
２
４
年
４
月
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

《
出
願
期
間
》

・
第
１
回
募
集
：
11
月
26
日
～
２
月
29
日

・
第
２
回
募
集
：
３
月
１
日
～
３
月
12
日

《
放
送
大
学
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
自
分
に
合
っ
た
ス
タ
イ
ル
で
学
べ
ま

す
：
放
送
授
業
は
Ｂ
Ｓ
放
送
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
視
聴
で
き
、
ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が

あ
れ
ば
学
習
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

も
あ
り
ま
す
。
講
師
か
ら
直
接
学
ぶ

「
面
接
授
業
（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）」
も
多

数
開
講
さ
れ
、
全
国
57
か
所
に
あ
る
学

習
セ
ン
タ
ー
・
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

等
で
他
の
学
生
と
一
緒
に
受
講
で
き
ま

す
。
そ
の
他
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
学
生

同
士
の
交
流
も
で
き
ま
す
。

②
目
的
に
合
わ
せ
て
在
学
期
間
や
科
目

を
選
択
で
き
ま
す
：
興
味
の
あ
る
分
野

か
ら
特
定
の
１
科
目
の
み
、
１
科
目
か

ら
学
べ
ま
す
。
ま
た
、
所
定
の
期
間
在

学
し
、
か
つ
所
定
の
単
位
を
修
得
し
卒

放

送

大

学

入

学

生

募

集

業
す
る
と
「
学
士
（
教
養
）」
の
学
位

が
取
得
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
学
院

で
「
修
士
」「
博
士
」
の
学
位
取
得
も

目
指
せ
ま
す
。

③
学
費
を
抑
え
て
学
べ
ま
す
：
入
学
料

は
７
，０
０
０
円
か
ら
、
授
業
料
は
１

単
位
６
，０
０
０
円
。
入
学
料
と
受
講

し
た
い
科
目
数
だ
け
授
業
料
を
納
め
れ

ば
よ
い
の
で
、
無
駄
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
半
年
ご
と
に
受
講
す
る
科
目
の

授
業
料
だ
け
を
払
う
仕
組
み
も
魅
力
の

一
つ
で
す
。

◆
資
料
請
求
・
詳
細
◆

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.ouj.ac.jp

放
送
大
学
北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
０
６
０-

０
８
１
７

札
幌
市
北
区
北
17
条
西
８
丁
目
（
北
海

道
大
学
構
内
）

☎
０
１
１
（
７
３
６
）
６
３
１
８

　

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
司
法
書
士
協
議
会

で
は
、11
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
間
、

「
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
電
話
相

談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
12
月
は
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
相
続
登
記
・
遺

言
・
不
動
産
登
記
・
会
社
の
登
記
、
成

年
後
見
な
ど
の
法
律
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
電
話
相
談

《
日
時
》
令
和
５
年
12
月
12
日
（
火
）

16
時
～
19
時

☎
０
１
６
６
（
７
４
）
８
８
６
１

※
予
約
不
要
。
通
話
料
は
ご
負
担
願
い

ま
す
。

 

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

札
幌
司
法
書
士
会

☎
０
１
１
（
２
８
１
）
３
５
０
５

※
司
法
書
士
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
司

法
書
士
の
業
務
範
囲
に
属
す
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
「
天
塩
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
」
の
混
合
チ
ー
ム
が
11
月
３
日

～
４
日
の
２
日
間
、
旭
川
市
で
開
催
さ
れ

る
第
43
回
道
新
カ
ッ
プ
北
海
道
小
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
本
年
度
２
回
目
と
な

る
全
道
大
会
に
出
場
し
宗
谷･

留
萌･

上

川
の
８
チ
ー
ム
と
試
合
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
10
月
19
日
、
団
員
12
名
と
齋

藤
和
弘
コ
ー
チ
が
役
場
を
訪
れ
、
吉
田
町

長
に
出
場
報
告
を
し
ま
し
た
。
キ
ャ
プ
テ

ン
の
嶋
崎
恵
麻
さ
ん
（
小
６
）
は
「
で
き

る
だ
け
ミ
ス
を
無
く
し
て
優
勝
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
、
吉
田
町

長
は
「
１
球
１
球
に
集
中
し
、
楽
し
く
大

会
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

バ
レ
ー
少
年
団

全
道
出
場

▼吉田町長に全道大会出場報告をする団員たち

　

北
海
道
ロ
ー
ド
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
株
式
会

社
（
札
幌
市
）
は
、
本
年
９
月
13
日
～
15

日
の
３
日
間
に
わ
た
り
「
町
民
の
皆
様
は

も
と
よ
り
、
町
に
訪
れ
る
方
々
に
快
適
に

天
塩
町
を
満
喫
し
て
頂
き
た
い
」
と
い
う

思
い
で
、
町
内
の
港
湾
道
路
、
雄
信
内
地

区
、
天
塩
川
河
川
公
園
の
集
水
桝
・
管
渠

内
の
清
掃
や
天
塩
港
付
近
の
海
岸
で
ゴ
ミ

拾
い
に
よ
る
環
境
美
化
、
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
10
月
30
日
、
同
社
の
吉
持
俊

則
専
務
取
締
役
と
武
田
浩
昭
工
務
主
任
が

来
庁
し
、
吉
田
町
長
よ
り
、
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
「
奉
仕
活
動
に
よ
り
、
地
域
の
生

活
環
境
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
致
し

ま
す
」
と
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

清
掃
環
境
美
化
活
動

で
地
域
貢
献

▼感謝状を贈られた北海道ロードメンテナンス㈱吉持専務取締役（中央）

　

秋
の
全
道
火
災
予
防
運
動
が
10
月
15
日

か
ら
31
日
ま
で
の
17
日
間
、
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
開
始
翌
日
の
16
日
に
は
留
萌
消
防

組
合
天
塩
支
署
の
消
防
指
令
車
を
先
頭
に

消
防
車
３
台
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
車
２

台
、
救
急
車
１
台
な
ど
９
台
の
隊
列
に
よ

る
車
両
パ
レ
ー
ド
が
市
街
地
区
を
巡
回
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
統
一
防
火
標

語
「
火
を
消
し
て
、
不
安
を
消
し
て
、
つ

な
ぐ
未
来
」
の
も
と
、「
放
火
火
災
防
止

対
策
の
推
進
」「
製
品
火
災
の
発
生
防
止

に
向
け
た
取
組
の
推
進
」
な
ど
６
つ
の
重

点
目
標
と
「
安
全
装
置
付
き
の
火
気
使
用

器
具
及
び
消
火
器
具
の
普
及
促
進
」
な
ど

の
具
体
的
な
推
進
項
目
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。 秋

の
火
災
予
防
運
動

パ
レ
ー
ド

▼消防車両等による火災予防呼び掛けパレード

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
見
守
り
、
自
分

の
で
き
る
範
囲
で
手
助
け
を
す
る
地
域
の

応
援
者
を
養
成
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
が
、
10
月
25
日
に
（
一

社
）
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
代

表
の
宇
野
輝
和
氏
を
講
師
と
し
て
役
場
大

会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
町
民
等
７
名
が
受

講
し
ま
し
た
。
講
座
で
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
な
ど
多
数
の
認
知
症
の
種
類
や
タ

イ
プ
が
あ
る
こ
と
、
認
知
症
の
方
へ
の
接

し
方
と
し
て
「
無
視
し
た
り
、
後
ろ
か
ら

話
し
か
け
た
り
、子
ど
も
扱
い
す
る
」
等
、

避
け
る
べ
き
行
動
や
言
動
を
解
説
し
ま
し

た
。
同
講
座
は
、
現
在
ま
で
延
べ
５
２
１

人
の
町
民
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

▼認知症サポーター養成講座の様子

10月12日～11月8日
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中
学
生
が
町
在
住
の
高
齢
者
と
関
わ

り
、
よ
り
身
近
に
感
じ
、
交
流
を
通
じ
て

接
し
方
や
特
性
を
学
び
、
今
後
の
生
活
に

生
か
す
こ
と
、
共
に
助
け
合
っ
て
い
く
大

切
さ
を
感
じ
、
知
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

交
流
体
験
授
業
が
、
10
月
31
日
に
天
塩
中

学
校
で
行
わ
れ
、
１
年
生
20
名
と
は
ま
な

す
学
園
大
学
（
高
齢
者
大
学
）
20
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
高
齢
者
と
生
徒
が
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
互
い
の
名
前
と
好
き
な
こ
と
等

を
紹
介
し
あ
う
ネ
ー
ム･

ゲ
ー
ム
の
後
、

軽
い
体
操
を
組
み
合
わ
せ
た
ゲ
ー
ム
を
行

い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
参
加
し
た
80
歳

代
の
高
齢
者
は
「
若
い
人
た
ち
と
一
緒
に

楽
し
く
過
ご
せ
て
よ
か
っ
た
」
と
感
想
を

語
り
ま
し
た
。

は
ま
な
す
学
園
大
学

と
天
中
生
が
交
流

▼はまなす学園と天塩中学生の交流授業の様子

　

道
の
駅
「
て
し
お
」
は
令
和
３
年
６
月

に
「
防
災
道
の
駅
」
に
選
定
さ
れ
災
害
発

生
直
後
に
一
般
利
用
者
の
安
全
の
確
保
す

る
た
め
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
を
策

定
し
て
い
ま
す
。
11
月
６
日
、
町
主
催
に

よ
る
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
道
路
管
理
者

（
北
海
道
開
発
局
留
萌
開
発
建
設
部
）、
北

海
道
（
留
萌
振
興
局
）、
道
路
管
理
事
業

者
、
副
町
長
ら
関
係
者
約
30
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
で
は
「
安
否
・

建
物
等
の
被
害
状
況
の
確
認
」「
防
災
資

機
材
倉
庫
に
格
納
し
て
あ
る
発
電
機
や
投

光
器
の
起
動
」「
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
・

ト
イ
レ
キ
ッ
ト
の
組
み
立
て･

設
置
」
等

の
訓
練
を
行
い
課
題
点
の
洗
い
出
し
、
意

見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

道
の
駅
防
災
訓
練

▼道の駅防災訓練の様子

　

11
月
３
日
、
天
塩
町
議
会
議

事
堂
に
お
い
て
天
塩
町
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
受
賞
者
に
対
し
て

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す

（
功
労
表
彰
２
名
、
善
行
表
彰

１
名
・
１
団
体
、
勤
続
表
彰
１

名
）。

《
功
労
表
彰
》

■
遠

藤　
　

功　
さ
ん

　
天
塩
町
議
会
議
員
を
平
成
19
年
か

ら
令
和
５
年
ま
で
４
期
16
年
に
わ
た

り
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
副

議
長
や
各
種
委
員
も
務
め
ら
れ
、
自

治
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。

■
佐

藤　
博

幸　
さ
ん

　
平
成
７
年
４
月
か
ら
25
年
の
長
き

に
わ
た
り
天
塩
町
農
業
委
員
会
委
員

に
就
任
、
ま
た
雄
信
内
農
業
協
同
組

合
代
表
理
事
組
合
長
、
天
塩
町
農
業

協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
、
る
も

い
農
業
協
同
組
合
会
長
理
事
を
歴
任

さ
れ
、
本
町
の
産
業
振
興
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

《
善
行
表
彰
》

■
中

嶋　
康

治　
さ
ん

　
本
町
に
対
し
多
大
な
る
ご
寄
付
を

下
さ
れ
、
町
政
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

■
天
塩
地
区
砂
利
協
同
組
合
及
び

天
塩
港
湾
施
設
利
用
組
合　
様

　
本
町
に
対
し
多
大
な
る
ご
寄
付
を

下
さ
れ
、
町
政
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

《
勤
続
表
彰
》

■
奥

山　
　

稔　
さ
ん

　

天
塩
町
農
業
委
員
会
委
員
と
し

て
、
12
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、

農
業
行
政
の
伸
長
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

天塩町表彰式

▼（左から）《勤続表彰》奥山さん　《功労表彰》佐藤さん、遠藤さん　《善行表彰》天塩地区砂利協同組合及び天塩港湾施設利用組合様



広
報
て
し
お
12
月
号
（
N
O
.797）

●
印

刷
　

天
塩

共
同

印
刷

株
式

会
社

●
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

https://w
w

w
.teshiotow

n.hokkaido.jp/
●

企
画

・
編

集
　

天
塩

町
企

画
商

工
課

広
報

情
報

係
（

〒
098-3398　

天
塩

町
新

栄
通

８
丁

目
　

☎
01632-2-1001）

♪
い
つ
も
「
広
報
て
し
お
」
を
ご
愛
読
い
た

だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
担
当
の
菅

原
・
菅
野
で
す
。

♪
例
年
、こ
の
時
季
に
な
る
と
道
内
外
か
ら
、

町
内
の
天
塩
川
に
訪
れ
滞
在
し
て
い
る
人
を

目
に
し
ま
す
。「
幻
の
魚
」
と
呼
ば
れ
る
国

内
最
大
の
淡
水
魚
イ
ト
ウ
を
狙
う
釣
り
人
た

ち
で
す
。
中
に
は
１
ヶ
月
間
く
ら
い
滞
在
し

て
い
る
人
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
某
動
画
投

稿
サ
イ
ト
で
は
、
こ
の
幻
の
魚
を
釣
っ
た

シ
ー
ン
が
複
数
投
稿
さ
れ
、
中
に
は
15
万
回

以
上
再
生
さ
れ
て
い
る
動
画
も
あ
り
、
町
内

で
撮
影
さ
れ
た
投
稿
動
画
だ
け
で
も
30
万
回

以
上
視
聴
さ
れ
て
い
ま
す
。
11
月
初
週
の
週

末
の
朝
、
振
老
地
区
の
一
角
に
は
、
道
外
ナ

ン
バ
ー
の
車
を
中
心
に
15
台
ほ
ど
が
確
認
で

き
、
全
体
で
は
相
当
な
数
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。「
幻
」
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
絶
対

数
が
少
な
く
、
10
日
間
・
10
回
狙
っ
て
も
１

回
（
匹
）
も
反
応
が
無
い
と
い
う
の
も
珍
し

く
な
い
よ
う
で
す
。
絶
滅
危
惧
種
の
ラ
ン
ク

種
類
別
で
は
、
Ⅰ
Ｂ
類
と
い
う
近
い
将
来
に

絶
滅
の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
昭
和
30
年
頃
に
は
、
北
海
道
の
ほ
と

ん
ど
の
河
川
に
生
息
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
環
境
変
化
要
因
等
に
よ
り
、
生
息
域

が
減
少
し
、
現
在
で
は
、
天
塩
川
を
含
む
道

北
と
道
東
の
一
部
の
水
系
に
の
み
残
存
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
天
塩
川
は
水
系

単
位
で
み
た
場
合
、
も
っ
と
も
残
存
数
が
多

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
大
１
メ
ー
ト
ル
50

セ
ン
チ
ほ
ど
に
も
な
る
こ
の
魚
は
、
時
に
は

ヘ
ビ
や
ネ
ズ
ミ
を
捕
食
す
る
川
の
食
物
連
鎖

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
点
に
位
置
し
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
幼
生
期
は
、
脆
弱
で
成
長
速
度

が
著
し
く
遅
く
、
生
活
史
に
お
い
て
川
の
源

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

■
恵
愛
荘
へ

新
開
通
５　

高

橋　

フ

ジ　

さ
ん

海
岸
通
11　

赤

塚　
　
　

勤　

さ
ん

天
塩
町　
　

天
塩
町
母
子
寡
婦
会　

様

該
当
な
し

（
海
岸
通
１
）

前　

山　

ま
し
ろ　
さ
ん

拓
海
さ
ん
・
澪
奈
さ
ん
の
二
女

（
富
士
見
団
地
）

池　

端　

徠こ

い

と桃　
さ
ん

健
至
さ
ん
・
静
香
さ
ん
の
二
女

（
雄
信
内
）

伊　

藤　
　
　

律り
つ　

さ
ん

友
佑
さ
ん
・
佳
子
さ
ん
の
長
男

該
当
な
し

---人　口 ----------------
２，７４９ 人  （+ ５）

（令和 5 年 10 月 31 日現在）

㊚１，３９１ 人 （+ ２）
㊛１，３５８ 人 （+ ３）

---世帯数 ----------------
１，４７２世帯（+ ７）

12/25
・国民健康保険税（7期）

◀友だち登録は
　こちらから！

　天塩町収納率向上対策本部では、12月を町税・料金等の「徴
収強化月間」と位置づけ、滞納者に対し、自宅訪問・勤務先
訪問・差押えを中心とした徴収の強化を図ります。なお、税
外収入については、簡易裁判所の支払督促による申立ての実
施を検討します。
　また、納付されている方との不公平をなくすため、平成
28年 4月から「天塩町特定滞納者に対する行政サービスの
制限措置に関する条例」を施行し、悪質な滞納者については、
町が実施するサービスの一部を制限します。
　納期内納付は、広く町民の皆様にお願いしているところで
すが、まだ納付されていない方は、再度納付書を確認してい
ただき、至急納付されますようお願いします。
　皆様から納付いただいた税金・料金等は、皆様の暮らしを
支える貴重な財源となります。今後とも納期内納付につきま
して、ご協力をよろしくお願いします。

天塩町収納率向上対策本部
本部長　天塩町長　吉田　忠

流
域
か
ら
下
流
河
口
、
海
ま
で
を
棲
み
か
と

し
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
天
塩
川
の
生
態
系
の

多
様
性
と
連
続
性
が
残
存
し
て
い
る
証
左
で

あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

♪
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
や
取
材
の
ご
依
頼

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
企
画
商

工
課
広
報
情
報
係
ま
で
お
問
合
せ
・
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。


